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文部科学省の「地（知）の拠点整備事業（※ 1）」について、本学から申請した事

業（『工学心』で地域とつながる『地域協働型大学』の構築（※ 2））が採択され、

地域との対話・協働・交流による教育・研究・社会貢献の取組を進めているところ

です。 

この度、本学教員が昨年度滑川市へ地域課題解決事業として提案したプラン『他

県から来た県大生が創る「オンライン・ガイドマップなめりかわ」』が採択され、今

年度の授業「教養ゼミ（1年次）」を通じて取り組むこととなりました。今回その初

日となりますのでご案内いたします。 

１ 開催日時  平成２９年４月１３日（木） 13:10～13:40 

                    

２ 場   所  滑川コワーキングスペース TRIO（滑川市常盤町 1117-2）（※３） 

 

３ 内  容   首都圏をはじめ滑川市への 20-30 代の移住促進の解決策の第 1 歩と
して、まず滑川市を訪れる交流人口を増やすことに県大生が取組む。 

交流人口を増やすためには、滑川市の情報を見て、「ここ行きたい。

これ見てみたい。これやってみたい。この人と会ってみたい。」と、
「追体験してみたい」と思わせることが必要と考え、そのコンテンツ
作成を先入観、固定観念のない他県出身の大学 1 年生が担当する。滑
川市民が日常見落としがちな滑川の良さを本年 4 月に富山で生活を始
めたばかりの県大生が取材し、「滑川・びっくりスポット（NBS）」
と題してオンライン・ガイドマップにまとめ、情報をネット上で発信
していく。滑川の「ひと・こと・しぜん」にフォーカスを当て、2018

年 1 月末までの完成・公開を目指す。 

今回は、この事業のスタートに当たり、キックオフを滑川コワーキ

ングスペース TRIO 代表の桶川高明と行う。本事業では、桶川氏と県
立大学が協働する。桶川氏がもつネットワークやハードの中で県大生
が滑川の「ひと・こと・しぜん」と有機的につながり、若者主体で移
住促進の解決策を模索する。 

 

４ 担当学生  富山県立大学 教養ゼミⅠ受講生 １年生 14名 
 
５ 指導教員  教養教育 准教授 清水 義彦 
６ 研究協力  富山県立大学地域協働支援室および COCOS 
        滑川コワーキングスペース TRIO（代表：桶川高明氏） 

学生による滑川市の地域課題解決事業のキックオフについて 

News Release 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 文部科学省「地（知）の拠点整備事業」について 

「地（知）の拠点整備事業」（大学 COC 事業）」は、大学等が自治体と連携し、全学

的に地域を志向した教育・研究・地域貢献を進める大学を支援することで、課題解

決に資する様々な人材や情報・技術が集まる、地域コミュニティの中核的存在とし

ての大学の機能強化を図ることを目的として、平成 25年度新たに創設されたもので

す。 

 25年度は、全国の各大学等から 319件の申請があり、52件が採択されました。 

※２ 『「工学心」で地域とつながる「地域協働型大学」の構築』について 

「富山県の発展を目指した県民の大学」という建学理念のもと、地域の課題に対し

て全学を挙げて取り組み、地域に役立つ技術者マインド「工学心」を持ち、地域課

題を解決できる学生の育成を図るなど、「地域協働型大学」の構築を目指すものです。 

具体的には、例えば、少人数で行うゼミ形式の授業の中で、学生が多様な地域関係

者と直接対話や交流などを行い、地域産業の振興や超高齢化社会への対応など解決

が困難な課題について、地域関係者と一緒に考えます。 

学生自らがその課題をとらえ、また、その課題の解決のためどう取り組めばよいか 

を学修することを通じて、主体的に課題解決する能力を持った人材の育成を目指し

ています。 



※３ 



 


